
（別紙３）

～ 令和７年　１２月　３１日

（対象者数） １１名 （回答者数） ８名

～ 令和７年　１２月　３１日

（対象者数） ６名 （回答者数） ６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・職員一人ひとりの専門性を高めるための研修参加を奨励す

るとともに、研修で得た学びを事業所内で共有し、チーム全

体の支援の質の向上を図ってまいります。

・モニタリングやアセスメントの結果をより深く分析し、支

援のねらいと活動内容がさらに明確に繋がるよう、計画作成

の精度を高めていきます。

2

・保護者アンケートや面談でいただいたご意見・ご要望を基

に、ペアレント・トレーニングや勉強会など、保護者の皆様

のニーズに応じた学びの機会を設けることを検討します。

・必要に応じて懇談会などを企画し、保護者様同士が安心し

て情報交換や交流ができる場づくりを支援していきます。

3
・発生したヒヤリハット事例を個人で留めず、定例会議等で

共有・分析し、具体的な再発防止策を検討、継続的な業務改

善（PDCAサイクル）をする体制を強化してまいります。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域の保育所や小学校等との情報交換会や連絡会を計画的

に実施し、お子様の円滑な移行支援に向けた連携を強化して

まいります。

・地域のイベントへの参加などを通じて、子どもたちが集団

活動を体験できる機会を確保し、社会性を育む支援について

も検討していきます。

2

・保護者アンケートや個別面談等を通じてご意見・ご要望を

丁寧に伺い、ニーズに合わせた小規模な懇談会や勉強会の開

催を検討してまいります。

・保護者の皆様が孤立することなく、安心して子育てについ

て語り合えるような場づくりを支援し、家族支援の充実を図

ります。

3

・ヒヤリハットの事例を定例会議等で共有し、原因分析と具

体的な再発防止策を検討する体制を整え、事業所全体で安全

意識の向上を図ります。

・自己評価の結果を基に具体的な改善目標を設定し、その進

捗を定期的に確認することで、継続的な業務改善（PDCAサイ

クル）に繋げてまいります。

○事業所名 絆KIDSおうじ

○保護者評価実施期間
令和７年　１１月　２０日

○保護者評価有効回答数

令和７年　１１月　２０日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　3月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

組織的なリスクマネジメントと業務改善体制の課題

・事故やヒヤリハットの事例について、記録や報告は行ってい

るものの、その分析や具体的な再発防止策を全職員で共有する

仕組みがまだ不十分です。

・今回はじめての自己評価や保護者評価でありますので、結果

を振り返り、組織全体の課題として次年度の計画に反映させる

サイクルを作っていく必要があると考えております。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域連携と移行支援における課題

・日々の療育活動に注力する一方、保育所や学校といった地域

の関係機関との連携が、必要に応じて個別に対応する形に留

まっています。

・特に就学や進級に向けた移行支援について、より早期かつ計

画的にアプローチしていく体制が十分に整っていない点が課題

と認識しています。

保護者支援の多様化と交流機会の不足

・個別面談や日々のコミュニケーションは密に行えている一方

で、保護者の皆様同士が情報交換や交流を行うための機会を十

分に提供できていません。

・研修会や勉強会といった、保護者の皆様の学びやニーズに応

えるための企画が不足していることも課題と考えています。

個別性とチームアプローチによる支援の充実

・職員間の日々の情報共有を密に行い、お子様一人ひとりの発

達段階やその日の状態に合わせた、きめ細やかな支援を実践し

ています。

・個別支援計画に基づいた一貫性のある支援を提供するため、

定期的なカンファレンスで支援方針の確認と見直しをチーム全

体で行っています。

保護者との連携と家族支援の強化

・サービス提供記録や送迎時のフィードバック、定期的な個別

面談を通じて、お子様の事業所での様子を丁寧にお伝えし、ご

家庭との円滑な連携に努めています。

・保護者からのご相談には随時対応し、子育ての悩みや不安に

寄り添いながら、信頼関係を築けるよう心がけています。

 安全管理体制と組織的な業務改善

・各種マニュアルを整備し、職員に周知することで、安全で安

心な事業所運営の基盤としています。

・事故やヒヤリハットが発生した際は、速やかに記録・報告を

行っています。

事業所における自己評価総括表公表


